
㌧

∵

プ

∵

洛

一
一

甚

＝

＝

＝

＝

伯
備
線
は
倉
敷
を
遇
ぎ
る
と
、

高
梁
川

に

沿

っ

て

走

る
。

総

杜

を

遮

ぎ

て

渓

谷
に

入

る

と
、

や

が

て

備

申

高

梁

駅

に

着

く
。

岡

山

か

ら
一

時

間

弱
。

特

急

な

ら

３０

分

ほ

ど

で
あ

る
。

伯

備

線
は

さ

ら

に

川

を

遡

っ

て

新

兇

を

遜

ぎ

て

米

子

に

抜

け

る
。

備

壬
筒
梁
は
、

江
戸
時
代
に
は
松
山
藩
の
城

下

町
、

明

治

以

降

も

こ

の

地

域

の

申

心

で

あ

っ

た

町

で
あ

る
。

今

同
、

備

中

松

山

城

跡
、

武

家

屋

敷
、

頼

久
寺
、

薬

師

寺
、

松

連

寺

な

ど

を

め

ぐ

つ

た
。

二

泊

も

し

た

の

で
、

ゆ

っ

た

り

し

た

旅

で

あ

っ

た
。

旅
⑳
異
喫
－
紅
敏
ハ
プ

ジ
グ
掛
蔭

Ｍ

と

い

う

名

の

旅

館

を

予

約

し

た
。

「
夕

食
を

用

意

し

て

い
ま

す

か

ら
、

必

ず

来

ら

れ

ま

す
ね
一

と
念

を
抑

さ

れ

た
。
「
行

き

ま

す

け

ど
、

な
ぜ

？
」

㍗
食

事

を

用

意

し

て

待

っ

て
い

る
と
、

来

な

い

お

客

さ

ん

が
い
る
の
で

…
」
『
Ｍ
旅
舘
』

の
玄
関
に

入

つ

た

の

は
、

予

約
通
り
の

μ
時
で

あ

る
。

若

い

女

性

が
応
対
に
出
て
く

る

な

り
、

「
今

朝

身

内

に

不

幸

が

あ

っ

て
、

夕

食

を

用

意

で

き

な

く

な

っ

た

ん

で

す

よ
。

だ

れ

も

い

な

い
ん

で

す
」

と

い
う
。

な

る

ほ

ど
、

人

の

気

配

が

な

い
。

「
あ

な

た

は

い

か

な

く

て

い

い

の

？
」

「
お

客

さ

ん

が

兇

え

る

の

で
：
由
食

事

処

は

紹
介

し

ま

す

か

ら
」
。

宿

泊

名

簿

に

は
、

こ

の
、
一、

、一
百

間

は

一

人

も

泊

ま

っ

て

い

な

い
。

二

の
女

性

は

独

身

か

な

？
：
岨
そ

ん

匁

こ

と

を

忠

い

な

が

ら
、

荷

物

を

預

け

た
。

鰯
串
総
胆
域
へ

輪
峠

（
ふ
い
ご
と
う
げ
）

に
あ
る
駐
班

場

で

タ

ク

ン
ー

を
降

り

た
。

左

手

の

山

道

が

城

へ

の
道

で
あ

る
。

天

守

ま

で

は

急

で

長

い
。

途

や
、

商

梁

州

と

高

梁

の

中

心

部

を

見

下

ろ

せ

る

台

地

に

出

た
。

物

見

櫓

（
や

ぐ

ら
）

ら

し

い
。

「
二

の

道

し

か

な

い

の

で

し

ょ

う

か

ね
」

少

し
上

で

休

ん

で

い
た
老
夫
掃
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

臼
然

保

護
と

の

バ

ラ

ン

ス

が

難

し

い

が
、

確

か

に
、

も

う

少

し

上

ま

で

車

が

入

る
方

が

襯

光

客

に

は

親

切
だ
。

「
棒

を

持

つ
な
」

「
サ

ル
と
眼
を
含
わ
せ
る
な
」

と
か
注
意
書
き

が

立

て

ら

れ

て

い

る
。

出

然

動

物

園

が

あ

っ

た

こ

ろ

は
、

女

性

た

ち

が

サ

ル

に

襲

わ

れ

た

語

を

た

び

た

び

闘

い

た
。

２

０

０

匹

ほ

ど

い

る

ら

し

い

が
、

今

は

サ

ル

が

出

て

一
」
な

い
。

餌

が

な

い

の

で
、

山

奥

へ

こ

も

１μ

韓

拍講咋１縞
’
善終看ゴ参く

っ

た

と

い

う
。

急

な

山

道

を

息

せ

き

切

っ

て

登

っ

て

い

く

と

き
、

サ

ル

に

襲

わ

れ

た

ら
、

男

険

で

も

防

ぎ

よ

う

が

な

い
。

備

申

松

～

城

は
、
標

高
４
３
０
ｍ
の

小

松

山

の

山

贋

に

築

か

れ

た

城

で
、
、
天

守

が

現

存
す
る
山
城
と
し
て
は
一
番
の
商
さ
と

い

う
。

城
内

に

は

重

要

文

化

財

の

指

定

を

受

け

て

い

る

夫

守
、
、
一
重

櫓
、

土

塀

の
一

部

が

残

っ

て

い

る
。

戦

鰯

跨

代

裏

で

の

今

戦

は
、

弓

や

馬

が

主

流

で

あ

つ

た

か

ら
、

防
御
の
た
め
に
城
が
山
の
上
に
築
か
れ

た
。

城

主

は

普

段

は

麓

の

居

館

で

生

活

し
、

戦
う
と
き
だ
け
山
城
に
立
て
寵
も
る
わ

け

だ
。

二

う

し

た

城

を

根

小

崖

式

城

郭

傭申松山餓 策笠闘

と

呼
ぶ
。

戦

い
、
淡

様

く

な

っ

拒

涯

帰
騰

代

に
は

な

く

な

っ

て
い

く
が
、

備

申

松

山

城

で

は

近

世
ま

で

続
い

た
。

雨
側
を
石
垣
で
囲
ま
れ
た
大
季
門
跡

を
入
り
左
へ
折
れ
る
と
修
復
さ
れ
た
臼

い
土

塀
（
重

文
）
が

続

い

て

い

た
。

土

塀

に

は
、

敵

の

攻

撃

に

備

え

た

正

方

形

の

鉄

砲

狭
閤
（
は
ざ
ま
）
と
長
方
形
の
弓
狭
閥
が
あ

け
ら

れ

て

い
る
。

土

塀

に

沿

っ

て

踏

面

が

や
け

に
広

い
石

段

を

上

っ

て

い

く

と
、

左

弄
に
一
二
の

平

櫓
跡
、

有

手

に

三

の

丸

跡

の

広
場
が
あ
る
。

章
地
の
中
に
は
足
軽
番
所

跡
や

上

番

所

跡

の

碑

が

立

っ

て

い

る

が
、

碑
だ

け

で

は
イ

メ

ー

ジ

が

わ

か

な

い
。

上

か

ら

女

性

の
、
一
人

連

三の導稽⑳ヨぎ澱 重文）

れ
が
石
穀
を
下
っ
て

き

た
。

被

写

体

と

し

て

は

串

し

分

な

い

が
、

窺
在
は
プ
ラ
イ
バ

シ

ー

の

閥

題

が

あ

り
、

や

た

ら

に

シ

ヤ

ツ

タ

…
を
切
る
わ
け
に
は

い

か

な

い
。

ア

ン

グ

汐
を
考
完
茨
紬
篇
う

葛

は
、

沫

舵
岨
蓬
り

て

悠

漢

③

淀
。

並

つ

懇

い

薫

隻
一
厩
（・
ク
漢

締
ｖ

門

跡
、

厩

雌

輸

（
く

る

菖

跡
、

御

膳

棚

跡

を

へ

て
、

二

の

櫓

門

跡

に

出
た
。

飾

方

に

天

守

が

見

え

る
。
一

あ

丸

は

公

園

風

に

ベ

ン

チ

が

置

か

れ

て

い

る

広

場

で
、

突

き

当

り

の
、
石

段

を

登

る

と

本

丸

南

御

門
、

そ

の

正

面

が

天

守
（
藪

文
）
で

あ

る
。

も

う

ひ

と

つ

の

重

文

の

二

重

櫓

は

天

守

の

先

に

あ

る

が
、

往

き

そ

び

れ

て

し

ま

っ

た
。

天
守
は
二
階
二
層

外
装
は
臼
の
漆
喰
一

縦
方
向
に
黒
い
腰
板
が
張
ら
れ
て
い
る
。

博

建

さ

れ

た

の

は
、

昭

和

虹

牢
。

天

守

の

特

徴

は
、

中

央

の

唐

破

風

の

部

分
。

出

格

子
窓

が

設

け

ら

れ
、
、
石
落

と

し

の

機

能

を

持

っ

て

い

る
。

、
伽

落

と

し

は
、

床

の

一

繍

を
、
ゐ

垣
上

に

張

り

出

し

て

儲

け
、

敬

兵

に
一
石

を

落

と

し

て

防

御

す

る

設

備

だ
。

天

守

に

入

る

と
、

そ

の

石
落

し
や

連

子

窓
（
れ

ん

じ
ま

ど
）
が

間

近

に

兇

ら

れ

る
。

連

子
窓

は
角
材
の
角
を
外
側
に
格
子
状
に
並
べ
、

外

か
ら

内

は

見
え

に

く

く
、

内

か

ら

外

が

広
角
に
見
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い

る
。

三

の

平

櫓

の

土

塀

で

見

て

き

た

が
、

ξ
一
で
の
狭
間
は
、

天
守
内
部
か
ら
敵
を

攻

撃

す

る

た

め

に

設

け

ら

れ

花

穴
。

壁

の

爆
み
を
利
燭
じ
で
然
の
正
方
形
ま
た

は

長

労

形

を

小

養

く

じ

て

防

御

し
、

内

側

を

広

く

し

て

外

敵

の

昆

え

る

範

顕

王姑



を

広

く

す

る

工

夫

を

し

て
い

る
。

装

東
の

悶
は
、

籠

城
蹄

の

城

王
一

家

の
揖
室
。

落

城

の
と

き
は

兜

に
場

所

で
も

あ

る
。
、大
守

の

中

に
あ

る
囲

炉
裏

は
、

籠
城

時
の

城
只
の

食

事
、

暖

房
用
と

し
て

使

わ
れ

た
と

い
う
。
こ

れ
は

珍

し

い
。釜
夏

襲
出
欝
蟹
壷

二

の

山

に

は

じ

め

て

山

城

を

築

い

た

の

は
、

相

模

の

三

浦

一

族

の

秋

庭

重

信
。

鎌

倉

時

代

の

承

久

３

年
（
工
２
２
且
）
に

後

鳥
羽
上
皇
が
鎌
倉
幕
府
か
ら
政
権
を
取

り

返

そ

う

と

し

た

承

久

の

変

が

あ

っ

た
。

Ｌ
皇
方
は
敗
れ
、

勝
っ
た
北
条
方
の
秋
庭

重
信
が
北
条
義
時
か
ら
地
頭
に
任
じ
ら

れ
、

小

松

山

の

さ

ら

に

止

の

大
松

山

に

砦

を

築

い

た

と

い

う
。

そ

の

後

は
、

城
主

が

次

々

に

替
わ

っ

て

い

く
。

山

陰

と

山
陽

を

結

ぴ
、

東

阿

の

た

要

街

道

も

交

差

す

る

要

衝

で

あ

る

た

め
、

争

奪

戦

が

繰

り

返

さ

れ

た

た

め

だ
。

室

町

締

代

末

期
、

城
主

が
、、

村

元
糊

の

と

き

が
、

毛

利

勢

に

備

え

た

た

め
、

鍛

も

城

の

規

棋
が

拡

張

さ

れ

た

蹄

代

だ
。

当

時
、

毛
利
氏
と
織
旧
氏
が
緊
張
関
係
に
あ
つ

た
。

元

親

は

「
毛

利

が

京

に

上

が

る

邪

魔

を

し

て

く

れ

た

ら
、

備

前
、

備

申

の
、
一
国

を

字

え

る
一

と

い
う
織
閑
方
の

密
使
の
誘
い
に

乗

っ

た

が
、

頼

み
の
織
旧
の
援

軍

が

来

匁

い
。

元
親
は
一
人
の

従
者
も
な
い
ま

ま
、

松

連

寺

で

自

刃

し

た
。

こ

の
一
連
の
戦
い

を
「
備
申
兵
乱
」

と

い

う
。

勝

っ
た

毛

利

氏

も
、

関

ヶ

原

の

戦

い

で

徳
川
勢
に
敗
れ
る
と
、

徳
川
家
康
の
代

官
一

小

堀
民

が

や

っ

て

き
た
。

申

世
式

山

城
は
戦
い
が
収
ま
っ
た
徳
川
灰
蹄
代
に

は

重

視

さ

れ

な

か

っ

た
。

城

主

の

館

も

武

七

た

ち

の

崖

敷

も

山

の

下

に

移

さ

れ

た
。

城
、
卜

町

の

形

が

次

第

に

整

っ

て

い

っ

た

が
、

山

城

は

荒

れ

る

に

任

せ

て

い

た
。

小

堀

氏

は

麓

の

頼

久

寺

を

住

ま

い

と

し

た
。

小

瑚
家

の
」
」
代

目

が

造

園
、

将

軍

家
茶

湯

指

繕
と

し

て

知

ら

れ

た

遠

州

で

あ

る
。

遠

州

も

頼

久

与

に

佼

み
、

こ

の

と

き

城
の

修

理

を

し

た

ら

し

い
。

現

存

す

る

松

山

城

は
、

江
、
戸
時

代

の

初

現 在 は 頬 久 享１三に ある 三ヰ・すフ 謝一
ぴ 礁（布 から２霧

期
の
天
和
兀
年
（
１
６
８
↓

か
ら
天
和
３

年
（
ユ
６
８
３
）
に

か

け

て

水

谷

勝

宗

（
み

ず
の
や
か
つ
む
ね
一

に
よ
っ
て
修
築
さ
れ

た

も
の
。

し

か

し
、

二

の

水

谷

氏

に

は

跡

継

ぎ

が

い

な

か

っ

た

た

め
、

三

代

で

家

が

絶

え
、

傾
地

が

取

り
ヒ

げ

ら

れ

て

し

ま

つ

た
。

城
の

受

取
り

に

来

た

の

は

赤

穂

藩

の

大

石

蔵

之

幼

た

も

二
一
一
年

後

に

は

同

じ

運

命

が

赤

穂

藩

に

も

降

り

か

か

る

と

は
、

思

い

も
よ

ら
な

か

っ

た

ろ

う
。

最

後

の

松

山

城

主

は

板

倉

氏
。

七

代
、

〕
２
６
年

続

い

た
。

ヒ

代

目

の

勝

静

一
か

つ

き

よ
一

は

最
後

の

将

軍
由

徳

川

慶

薄

の

と

き

の

老

中

誇

座
。

朝

敵

で

あ

る

の

に
、

王４６

傭［鵬 梁を歩く

炎
繋

構
裟
爾
冊
鍵

簸
篠
罐

野
東
照
宮
の
官
司
を
勤
め
て
い
る
。

安
政

の
大
獄
に
反
対
し
て
幕
府
か
ら
免
職
さ

れ

た

過

去

の

傷

が
、

う

ま

く

切

り

抜

け

ら

れ

た

理

出

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

葡
火
失
町
⑳
載
轟
騒
饗
餅
蔭
顧
塾
箭
へ

大

守

か

ら

は
遊

歩

遭

を

下

っ

た
。

松

山

城
の
内
堀
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い

う

小

縞
下

谷

（
こ

こ
う

げ

だ

に
）

川

を

渡

る

と
、

往

路

に
タ

ク

シ

ー

で

登

っ

て

い

っ

た

遭

に

出
た
。

そ
の

遭

を

ギ
る

と
、

右

舜

が
高
梁
燭
校
。

城
王
の
併
館
や
政
庁
と
し

若火矢豚ふるさと朴 武家廣識

懇
⑱
機
翻
蟹
灘
滋
藩
麟
縫
擬
瀦
麓
麟
懇
難

る
。

左

手
の

路

地

は

石

火

矢

町
。

路

地

の

阿
側
に
は
臼
壁
の
長
屋
門
や
土
塀
が
続
く

武

家
崖

敷

で
あ

る
。

旧

折

井

家

は
、

江
一
戸
時

代

後

期

に

建

て

ら

れ

て

い

る
。

篶

時
、

王

６

０
．
石

の

馬

同

り

役
を

務

め

た

武

土

が

住
ん

で
い

た
。

玄

闘

で

等

身
大

の

人

形

が

出
迎

え

る
。

う

ま

く

で
き

て
い

る
。

奥

の

間

で

は

人

形

た

ち

が

な

に

や
ら

談

笑

中
。

廊
、
ト

に

竹
が

並
べ

ら
れ
た
作
り
は
泥
棒
へ
の
瑚
心
の
た
め

だ

ろ

う

か
。

旧

埴

原
家

は
、

江

戸
時

代

申

期

の
建

物
。

玉

２

０

モ

Ｓ

１

５

○

石

取

り

で
、

近
習
役
や
番
頭

役
名
な
ど
を
勤

め
た
武
士
の
住

宅
。

藩

主

・

板

倉
勝
政
の
生
母

の

実

家

で

あ

る
。

寺
院
や
数
奇
屋

風
の
要
素
を
取

頚

り
入
れ
淀
珍
し

庭柳

い

造

り

想
。

藩

鳩

校

劣

終
館
学

頼

頭

で

縞

ゆ
、

勘

誰
灘
簿
鰯
畿
謹
藩
鰯
麟
灘
鑑
鑑
懇
麟
蟻

た
凶
段
方
谷
が
四
歳
の
と
き
の
書

「
風

月
」
、

「
神

農
一

（
と

も

に

複

製
）
、

六

代

藩

主
由
板
倉
勝
職
（
か
つ
つ
ね
）
の
番
な
ど
が
あ

る
。

教

育

委

員

会
の

案
内

板

は

詳

し

く

て

い

い

が
、

多

く
の

観

光

客

は
建

築

の

構

造

に

は

疎

い

の

だ

か

ら
、

で

き

る
だ

け

図

示

し

て

ほ

し

い
。

た

と

え

ば

解

説

の
一

部

分

だ

が
、

「
屋

根

は

流

れ

向

拝
、

そ

の

側
繭

は

す

が

る

破

風

と

し
、

桟

瓦

葺

き
、

槍

北

の
破
風
は
入
母
崖
造
り
掛
瓦
の
蓑
甲
葺

き
、
一
一一
ツ

花
鰯
篇
州
を

取

り

付

け
、

寺

院

を

思
わ

せ

る
」

に

は
、

ひ

と

工

夫

が

ほ

し

い
。

頼
久
寺
は
、

小
堀
遠
州
が
造
っ
た
庭
園

が

有

名
だ

が
、

頼
久

寺

の

名

は
、

永

正

年

間

↑

５
０
４

Ｓ

ユ
５
２
王
）
に

城

主

で

あ

り

申
興
開
基
の
た
野
頼
久
の
名

二
頼
久
」

に

よ

る
。

こ

の
寺

は
、

厘

利

尊

氏

が

諾

国

に
命
じ
て
建
立
さ
せ
た
安
国
寺
の
ひ
と

つ
で
、
正
式
に
は
天
桂
｛
安
国
頼
久
寺
と

い

う
。

境

内

の

奥
に

は
寺

号

に

な

つ

た

申

興
の
開
基
。
上
野
頼
久
の
墓
と
傭
申
兵
乱

で

非

業

の

死

を

遂

げ

た

城

主
・
、
二
村

元
親

と
一

子
・

勝

法

締

丸
、

父

。
家

親
の

墓

が

あ

る
。

徳

州

氏

の

時

代
、

小

堀

遠

州

の

父

、
淡

松

凶

城

の

代

官

と

な

っ

危

の

は

慶

長

δ

年

（
三
６
０
０
）
。

遠

州

は
、

慶

長

μ

年

ユ
．
打



一
王
６
０
９
一

か

ら

元
和

３

年

（
互
６
ー

ヱ

ま

で

８

年

問
、

代

官

と

し

て

遺

領

を

継

い
だ
。

松

山

城

は

備

中

兵

乱

後

で

荒

廃

し

て
い

た

こ

と

か

ら
、

遠

州

は

頼

久

寺

を

館

と

し

て
政

務

を

と

っ

て

い
た
。

頼

久

寺

の

庭

鰯

は

そ

の

こ

ろ

の

作

庭
。

蓬

茱

式

枯

山

水

庭

園

は
、

昭

和

蝸

年

に

鰯

の

名

勝

に

指

定

さ

れ

て

い

る
。

愛

宕

山
を

借

景

に
、

臼
砂
敷
の
申
央
に
鶴
島
、

後
方
に
亀
島
が

あ

る
。

ス
ピ

ー
カ

ー
か

ら

流

れ

る

解
説

を

聞

き

な

が

ら
、

庭

の

風

景
を

追
っ

て

い

く

と
、

わ

か

り

や

す

い
。

鶴

島

は
、

三

尊

の

石

組

み

を

中

心

に
、

周

囲
を

サ
ツ

キ

の

刈

り

込

み

で

申

島

を

表

環

し
、

亀

島

は

確

か

に
亀

の

姿
一

背
後

の

サ

ツ

キ

は

大

海

波

を

表

現
し

て

い

る

の

も
わ

か

る
。

糠
⑳
蕎
鰯
蕃
愚
わ
せ
為

薬
鯉
一
苫
盤

嚢
一

Ｍ

旅

館

に

泊

ま

っ

た

翌

日

で

あ

る
。

糊
が
弔
い
せ
い
か
、
備
中
商
焚
駅
前
の
食

薮

処

「
な

り

わ

屋
」

は
、

客

が

い

な

い
。

私

は

コ
ー

と

…
を

飲

み

な
が

ら
、

寺

め

ぐ

り

の

コ

ー

ス

を

計

弼

し

て

い

た
。

よ

く

知

ら

れ

た

頼
久

寺

や

薬
師

院
、

松

連

寺

の

ほ

か

に

も
、

伯

備

線

の

東

側

に

小

さ

な

杜

寺

が

十

数

杜

あ

る
。

こ

れ

を

め

ぐ

っ

て

み

た

い

と

思

っ

た
。

そ

れ

に

は
、

大

き

な

ザ

ッ

ク

が

じ

ゃ

ま

だ
。

「
駅

に

コ

イ

ン

ロ

ツ

カ

ー

あ
り
ま
す
か
ね
」

お

か
み
さ
ん
に
声
を
掛

け

た
。

「
う
ち

で

預
か

っ
て
あ
げ
ま
す
よ
」

私

は
、

小

さ

な

ザ

ッ

ク

を

背

に

し

て
、

ま
ず
駅
の
東
偶
の
薬

師
院
と
松
連
寺
を
め

ざ

し

た
。

薬

師

院

と

松

連

寺

は
、

備

巾

松

山

城

の

出

城

と

も

い

う
だ

け

に
、

石

垣

は

城

の

石

垣

の

よ

う

で

寺

と

は
思

え

な

い
。

写

真

に

撮

つ

た
が
万

ど

う

し

て

も

整

骨

院

の

大

き

な

看

板
が

入
っ

て
し

ま

う
。

薬

師

院

の

門

前

に

い
た

お

年
寄

り

に
、

遠

く

な

る
け
ど
松
連
寺
の
東
側
か
ら
撮
る
と
い

い
と
教
え
ら
れ
た
。

跳

歳
と
い
う
年
齢

な

の

に
、

体

の

動

き

は

６０

歳

代

だ
。

健

康

法

か

ら

始

ま

っ

て
、

精

進

料

理
の

こ
と
、

ご

家

族

の

こ

と

ま

で
、

私

は
も

っ
ぱ

ら

聞

き

役

だ

っ

た

が
、

長

友

一

時

間

も

話

し

込

ん

で

し

ま

っ

た
。

昭

和

７

年

の

室

戸

台

風

の

と

き
、

山

か

ら

流

れ

出

た

水

で
、

私

た

ち
の
航
に
並
ん
で
い
る
六
地
蔵
が
倒
れ

た

と

闘

き
、

自

然

の

恐

ろ

し

さ

に

び

つ

く

り

し

一一
㌔
ブ

「
ほ

れ
、

あ

そ

こ

を

見

て
ご

覧

な

さ

い
一

指
差
す
先
に
は
薬
師
院
の
大
棟
の
十
六

弁

の

菊

の

紋
。

花

山

法
皇

の

闘

基
だ

か

ら

だ
。

平
安
時
代
の
箆
和
（
か
ん
な

年
間
（
９

８
５

∫

９

８
７
）
に

開

か

れ

て

い

る
。

、
杉

設

を
登
り
山
門
を
く
ぐ
る
と
高
台
に
あ
る

境
内

に

出
た
。

丘

陵

に

囲

ま

れ

た

商

梁

の

町

が

眼

下
に

広

が

っ

て

い

る
。

｛
椚

の

先

に
は
宿
狛
を
予
定
し
て
い
る
高
梁
国
際

ホ

テ

ル

が

児

え

る
。

商

裟

ゆ
は

人

口
４

万

人
。

兇

ド

ろ

し

て

い

る

の

は

そ

の

申

心

部

だ

が
、

あ

ま
り

高

い

建

物

は

な

い

町

並

み

だ
。

薬

師

寺

の

本

緯

は

薬

師
如

來
。

急

な

コ
．
蝸

徽 １１ｒ
善
、
＝１梁１を 歩く

鏑
鰯
鰯
灘
蟹
綴
鐙
灘
湧
難
離
簸
憾
誼

灘
蕪

時
代
初
期
の
元
和

五⑬

年
（
１
６
王
５
）
に
建

て

ら

れ

て

い

る
。

５０

年
ご

と

に

秘

仏

の

ご

闘

帳

法

要

が

あ

る

と

い

う

が
、

運

が

よ

く

て

も

、

生

に

二
漢

し

か

お

胃

に

か

か

れ

な

い
。

窮

層

な
厨

子

の

中

よ

り
、

薬
師

さ

ま

は

み

ん

な

に

会

い

た

が

っ

て

い

る

に

違

い

な

い

の

に

：

：
。

隣

の

松

連

寺

は

墓

不
が

見

え

る

の

で
、

寺

と

わ

か

る
が
、

商

く

積

み

上

げ

ら

れ

た

、
石
垣

は
正

に
城

壁
。

本

堂

右

手

の

塑

首
堂

に
は
、

秀

劣

が

朝

鮮

出

兵

し

た

文

禄

の

役

（
１
５
９
２

Ｓ

王
５
９
３
）
の

総

督

吉

宇

喜

多

秀
家
の
御
座
船
の
格
天
井
と
船
戸
が
あ

る
と

い
う
。

お

寺

の

事

情

で

現

在

は

観

光

客
に
ま
で
手
が
同
ら
ず
公
闘
さ
れ
て
い

な

い
。

鞘

鱗

出

兵

に

は
、

松
連

寺

の

宥

海

法
印
が
従
軍
さ
せ
ら
れ
、

戦
勝
を
祈
ら
さ

れ
た
。
そ
の
功
績
で
３３

体
の

塑

儀
を
彫

刻
し
、

璽
目
像
を
納
め
る

塑
目
堂
を
建
立

し
た
と
い
う
、

境
内
に
は
大
き
な
宝
筐
印

塔
（
ほ
う
き
ょ
う
お
ん
と
う
）
と
清
水
比
庵

の
特
徴
が
あ
ろ
宇
体
の
歌
稗
が
あ
る
。

再

び

先

に

見

た

薬

師

院

の

山

門

下
漢

で

戻

り
、

「
従
是
頼
久
寺
二
八
丁
」
と
彫
ら
れ
危
大
き

な

石

柱

の

脇

の

小
道

を

頼

久
寺

方
止
繭
に

絢

か

っ

た
。

小

さ

な

寺

の

は

じ

め

は
、

道

源

寺
。

境

内
に
藩
老
一
熊
旧
恰
矩
芳
（
く
ま
だ
あ
た
か

の
り

よ
し
）
の

墓

が
あ

る
。

幕
末

の

松

｛

藩

主
は
板
倉
勝
静
（
か
つ
き
よ
）。
鳥
羽
伏
児
の

戦

い

に

敗

れ
た

後
、

朝

敵

と

な

つ

た
。

幕

府

老

中

首

座

で
あ

っ

た
一
帯
王
の

勝

静

は
、

江

戸
、

東

北
、

北

海

道

と

蹄

王
だ

け
が

転

戦

し

た
。

松

｛
藩

の

家

老

で

あ

る

熊

欄

恰

は
、

藩
を
兵
火
か
ら
守
る
た
め
藩
を
恭
順

に

導

き
、

一

人

責

め

を

負

っ

て

自

刃

し
た

人
。

山

門
飾

の

石

段

左

手

に

は
、
、
天
訣

組

の
原
田
亀
太
郎
の
墓
も
あ
る
。

片
や
幕
府

老

申
、

片

や

倒

幕

の

先

駆

け
。

時

代
に

翻

禅
さ

れ

た

人

々
だ
。

左

手

に
、

一

あ

あ
た

り

で

は
大

き
な

オ

カ

ム

。
鶴
嚇
灘
鍵
融
舞
鐸
灘
麟
滋
輸
擬
縫
灘
灘

毎

年

８

月

碑

冒
が

ら

３

胃

鳥
用

備

申

高

梁
駅
飾
大
逓
り
で
開
催
さ
れ
る
「
松
山
踊

り
」
は
、

五〇

数
刀

人
が

訪

れ

規

模

は

県

ド

、

の

撹
模

だ

が
キ

水

谷

勝

隆

が

帯

王

で
あ

っ

た

慶

安
－
兀
年

（
ユ
６
４
８
一
に

五

穀
豊

穣

と
町
燈
の
繁
栄
を
祈
っ
て
踊
っ
た
の
が

始

凌

り

と

い

う
。

ま

た
、

勝

隆

は

玉

島

新

田
の

開

拓

や
、

高

梁

川

の

水

路

の

開

発

に

實

献

し

た

帯

王
と

い

う
。

予
定
を
し
て
い
な
か
っ
た
八
幡
神
杜

に

寄

っ

た

の

は
、

略
地

の

の

ど

か

さ
。

素

朴
な
両
部
鳥
屠
を
く
ぐ
っ
て
、

彼
岸
花
や

コ

ス

モ

ス

が

咲

く

細

い

道

を

辿

る

と

地

神

塔

が

遭

端

に

建

っ

て

い

た
。

随

身

閉

を

く

ぐ

る

と

境

内

で
、

旺

面
に

本

殿
。

現

在

ラ

の

事

菜

所
が

屍
え

る
。

か

つ

て

は
、

８

本
た

ば

こ
産
業
の
高
梁
工
場
だ

っ

た

と
一
」
ろ

だ
。

次
は
定
林
寺
。

墓
所

に
江
戸
時
代

の
寛
永

犯

年
（
且
６
４
２
）
が

ら

元
禄
６
年
（
王
６
９
皇

の

凱

牢
間
藩
主
懇
瀦

っ

た

氷

谷

家

鰯

棚

代
自

水
谷
勝
隆

隻
一一

八鰯轍搬）爾驚鵬屠
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の

本

殿

は
、

代

岨
水

谷

勝

宗

に

よ

り

縛

建

さ
れ
た
と
い
う
が
，

近
年
修
築
も
さ
れ
て

い

る

よ

う

に

兇

え

る
。

案
内

板

を

続

ん

で

い

く

と
、

松

山
城

の
鎮

守

で
あ

っ

た

こ

と

が

わ

か

る
。

境

内

の
絵

馬
掛

け

に

は
絵

馬

が
、
，
つ

し

か

か

か

つ

て

い

な

い
。

都

心

の

幾

醍

に

も

重

な

り

今

っ

た

絵

馬

よ

り

も
、

紳

様

は
、

人

だ

け

な

ら

親

身

に
、
獺

倒

を

晩

て

く
れ

そ
う

だ
。

二

の

焦

寿
筑

院
、
、
巨
福

寺
（
こ

う

ふ

く

じ
）
、

龍
徳

院

を

め
ぐ

っ

て

や
っ

と

食

籍
処

に

出
会

っ

た
が
、
疲

れ
て

い

る
の

か
食

欲
が

貞

、

⊃

一

」
ｏ

イ

・
刀

／

チ
μ

一
」
う

や

赫
わ

髄
騒
州
掛
亀
本
跡
濫
へ
噛

そ
し
て
駅
繭
へ

ひ

と

や

す

み

し

て

か

ら
、

か

つ

て
は

備

巾
松
山
城
の
外
掘
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
と
い
う
紺
屋
川

（
伊
賀
谷
（
い
が
だ

に
）
川
）

を

高

梁

川
に

向
か

っ

て

下

っ

た
。

昭
和
７
年
の
室
戸
台
嵐
で
氾
濫
し
尚
拠

帝
内
を
水
没
し
た
川
と
は
信
じ
ら
れ
な

い

催

か

な

水

母

だ
。

向

側

は

桜
派

木
。

歩

く

な

ら

桜

の

朕

く

こ

ろ

が

い

い

だ

ろ

う
。

二

の

紺

屋

州

に

沿
う

遺

は
、

「
Ｈ

本

の

遣

－
ｏ
ｏ

選
」

に

選

ば

れ

て

い

ろ
。

川

沿

い

の

藩

校
曲
有

終
館

跡

の

土

塀
が

気

に
入

っ

た
。

瓦

と

練

り

土

と

を

交

π

に

積

み

重

ね
て
い
る
ら

し

い
。

観

光

物
産
館
も
あ

る
。

り

η

又

対
側
に
あ
る

「
ゆ
べ

し
」

の
店
に
も
立

ち

寄

っ

た
。

店
に
飾
っ
て

い
る
人
物
画

は
店
の
人
に

聞
い
て
み
る

と

板

倉

勝
静
。

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

大

河

ド

ラ

マ

を

兇

て

い

て
、

家

に
あ
る
絵
が
板
禽
勝
静
と
知
っ
た
そ
う

だ
。陶

へ

歩

き
、

商

家
資

料

館

に

も

奇

っ

て

み
た
。
鳥
梁
州
を
航
行
し
た
高
瀬
丹
の
船

セ
、

附

替

滴
、

醤

棚

製

造

販

売

で

財

を

成

し

た

植

と

家

の

螂

宅

で

あ

る
。

外

観

が

ど

つ

し
り

と

し
、

い

か

に

も

豪

商

と

い

う

感

じ
だ
。

均

時

の

資

料

が

展

示

さ

れ

て

い

る

が

内

容

は
や

や

物

足
り

な

い
。

そ

れ

よ

り

も
本
町
逓
り
の
商
家
の
町
並
み
を
保
存

し

て

い

こ

う

と

い

う

姿

勢

に

引

か

れ

た
。

鮮
び
住
之
江
橘
ま
で
戻
り
、
県
下
最
古
の

教

会

一
高

梁

纂

督

教

会

堂

を

写
富」
だ

撮

り
、

正

善
寺

や

板

倉

家

の

菩

提

寺

。

安
、旺

寺
、

閉

治

醐

年
（
１
９
０
遂
）
に

錐

築

さ

れ

た

小

学
校
を
利
用
し
た
郷
土
資
料
館
に
立
ち

奇

っ

て

か

ら
、

駅

飾

の

「
匁

り

わ

屋
」

に

、
炭
っ

た
。

預

け

た
ザ

ッ

ク

代

が

無

料

で

は

卿

し

訳

な

い

の

で
、

ま

た

コ

ー

ヒ

ー

を

頼

ん

だ
。

食

欲

が

な

く

て

も
、

腎

が
止
不

調

で

も
、

コ

ー

ヒ

ー

が

飲

み

た

く

な

る
。
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